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評価基準が用いられることもあー），そうした場合には，  

評価結果に納得がいかないと考えられる．そこで本論  

文は，このような状況下で，集団を構成する評価者と  

各事業体が，合意を形成しながら統一した評価を行う  

ための新たな効率性評価法を提案するものである．ま  

た本論文では，DEAの最適ウェイトの解がユニー クに  

定まらない点が問題となるので，ユニークに定めるた  

めの1つの方法を提案し，最後に分析例を示す．   

多目的多階層線形計画問題の－解法   

王 志偉（仲和工業）長沢 啓行（大阪府立大学）  

西山 徳幸（大阪工業大学）  

多階層分権システムにおいては，上層の本部は下層  

の事業部や製造工場などの間の調整を行うに留まらず，  

社会環境との調和やその下での全社的な発展など，複  

数の目的を考慮して意思決定することが求められる．  

ところが，このような多目的多階層分権システムに対  

しては，解法が未だ提案されていない．   

本研究では，まず，上層問題に複数目的の評価基準，  

各下層問題に単一目的の評価基準を持つ多自的多階層  

分権システムの数学モデルを構築する．この乃レベル  

分権システムをい〈つかの低次レベルの分権システム  

へ分割し，これらのモデルに関する実行可能端点集合  

および非劣端点集合の特性を分析する．Zelenyの多目  

的線形計画法の考え方を用いて，低次レベルのモデル  

における実行可能端点間の非劣関係を“非劣関係樹”  

として表し，これを用いて，非劣端点集合を求める方  

法を提案する．   

Nポリシーに従う2種類のMAP／G／1待ち行列  

笠原 正治（京都大学）滝根 哲哉（大阪大学）  

高橋 豊（京都大学）長谷川 利治（京都大学）  

本論文では到着過程としてMAPを仮定した，次の  

2種類の休暇期間を持つ単一サーバ待ち行列を考察す  

る．（1）サービス稼働期間終了時点でサーバは停止し，  

客の到着ごとに待ち行列長を調べる．待ち行列長がⅣ  

に到達した時点でサーバは再び稼働し，システムが空  

（41）349   

無向ネットワークの最小カットに対するカクタ  

ス表現の効率の良い構成法  

永持 仁（京都大学）  

Tiko KAMEDA（Simon Fraser大学）  

この論文では ，辺に重みを持つ無向多重グラフとし  

て与えられるネットワークにおいて，すべての「最小カ  

ットに対するカクタス表現を構成する問題を考える．  

このネットワークの節点集合をⅤ，辺集合をgとする  

と，この問題に対しこれまで知られているアルゴリズ  

ムは，すべての最小カットの集合がけト1個の素な部  

分集合に分割でき，各部分集合は指定されたソースと  

シンクに対する最大流を計算することで得られる，と  

いう事実に基づいている．ここでは，求めるべき最大  

流のソースやシンクが任意に選べる新しいアルゴリズ  

ムを提案する．単位容量を持つネットワークに対して  

このアルゴリズムは0（l丘1＋バIl伴）時間で走る．したが  

って，現在最も速いGabowの0（lEl＋）2lvlloglvl）時  

間アルゴリズムに比べ，提案するアルゴリズムは最小  

カットのサイズスが0（lレl／logルl）よー）速く増加する場  

合に効率が良い．   

事業体間の相互評価情報を用いた調和的な効率  
性評価法  

杉山 学，山田 善靖（東京理科大学）  

事業体の経営効率を評価する際に，DEAが他の評価  

法と大きく異なる点は，分析対象となる事業体の評価  

を全て同じ基準で行うのではなく，各事業体にとって  

最も有利な基準で評価を行う点にある．このような特  

徴からDEAは，自己中心的に評価を行う方法であると  

とらえることができる．そのために，各事業体が行っ  

た評価基準に対しお互いに口を出せる状況の下では，  

他の事業体で用いられた評価基準について不満を抱く  

ことが考えられる．なぜなら，他の事業体の評価基準  

を用いた評価結果（相互評価）は，時として自己に対  

して不当に不利な評価を下すため，納得しにくい場合  

が少な〈ない．また，評価者にと っても許容できない  
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きになるまでメッセージを連続的に処理する．（2）サー  

ビス稼働期間終了時点でサーバは一連の休暇期間を取  

る．それぞれの休暇期間の終了時点でサーバは待ち行  

列長を調べ，もし待ち右列長がⅣ以上あるならばサー  

バは再び稼働し，システムが空きになるまで客を連続  

的に処理する．   

本論文で考 察する2つの待ち行列モデルはそれぞれ  

M／G／1タイ70のマルコフ連鎖として定式化される．次  

に定常的な待ち行列長分布を解析し，その分布を得る  

ための数値計算アルゴリズムおよびモーメント計算の  

ための再帰公式を示す．さらに両モデルにおいて客の  

待ち時間確率分布関数のラプラス・ステイルナェス変  

換形を導出し，モーメント計算のための再帰公式を示  

す．最後に数値計算例として両モデルの平均待ち時間  

を示す．そこではシステムが低負荷のとき，到着の相  

関が大きくなるにつれて平均待ち時間が小さくなるこ  

とが観察される．   

凸計画問題に対する部分的近接乗数法  

茨木 智（京都大学）  

福島 雅夫（奈良先端科学技術大学院大学）  

線形制約を持つ凸計画問題に対して，部分的近接点  

法に基づく反復法を提案する．この方法の各反復は，  

拡張ラグランジュ関数の鞍点を近似的に求める計算か  

ら成っている．その部分問題を，min－maX問題と定式  

化することによって構成されたアルゴリズムと，maX  

－min問題と定式化して構成されたアルゴリズムを考え  

る．本論文では，それぞれの場合に対して，部分問題  

の最適化における近似規範を与え，その条件のもとで，  

提案したアルゴリズムの大域的収束性を証明する．さ  

らに，交通流配分問題のような分離可能構造を持つ凸  

計画問題に対して，後者のアルゴリズムが並列計算に  

適していることを明らかにする．  

修理限界取り替え問題に対する幾何学的／統計  

的接近法  

越前 博文，土肥 正（広島大学）  

海生 直人，尾崎 俊治（広島修道大学）  

総試験時間統計量（略して，TTT統計量）の概念  

は，故障データの解析を行う上で非常に重要である．  

また，TTT変換およびTTTプロットを用いることに  

よって，ある種の信頼性ならびに保全性に関する問題  

をノンパラメトリックに解くことが可能であることが  

知られている．本論文では，1ユニットシステムにお  

350（42）  

ける時間制約を伴う最適修理限界取り替え方策につい  

て議論する．最初に，評価関数として定常状態におけ  

る単位時間当りの期待費用を通用することによって，  

貴通修理限界時間が存在するための必要かつ十分条件  

を解析的に導出する．続いて，TTT変換およびTTT  

プロットを用いて，最適修理限界時間を幾何学的に求  

める方法について議論する．さらに，これらの手法を  

用いて導出される最適方策をグラフィックス画面上に  

表現するためのコンピュータソフトウェアの開発を行  

った．このようなシステムを実現することによる実務  

的あるいは教育的効果は極めて大きいものと考えられ  

る．   

必然性測度に基づくファジィ・スパニング・ツ  

リー問題の－解法  

伊藤 健，石井 博昭（大阪大学）  

離散決定変数を扱った数理計画問題の一つに，スパ  

ニング・ ツリー問題が存在する．グラフに設定された  

コストの和を最小にする連結部分グラフを見つけ出す  

のであるが，現実社会においては様々な理由により不  

確実性が生じ，このコストを不確定値として設定しな  

ければならない場合がある．この不確実性要素を確率  

変数とし，確率計画法により問題を解くことが考えら  

れるが，従来は不確実性要素が確率的変動を示さない  

場合でもこのような手法を用いることが多かった．   

そこで，我々は確率的ではない不確実性要素として  

ファジィ理論で定義される可能性変数を導入し，ファ  

ジィ・スパニング・ツリー問題を提案する．さらに，  

連続決定変数ではなく離散決定変数を扱ったこの問題  

の解法として，様相制約条件計画問題の必然性測度最  

大化モデルを通用し，問題の構造を利用したアルゴリ  

ズムを提案する．   

グラフ彩色アルゴリズムの周波数割り当て問題  

への応用  

Taehoon Park，Chae Y．Lee（KAIST）  

周波数割り当て問題を導入し，それに対する効率的  

なヒューリスティック解法を示す．   

この間題は，与えられた通信品質を満足するという  

条件の下で，送信機に必要最小限の周波数帯域幅のチ  

ャネルを割り当てるという問題である．k一色問題に対  

して，Kernighan－Linによる2方向一様分割法に基づ  

く解法を導き，それを周波数割り当て問題に修正して  

適用した．このアルゴリズムをランダムに生成したさ  
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まざまなノード数，密度，タイプのグラフに対して通  

用し，その性能をテストした．この数値実験から，こ  

のアルゴリズムは，今まで知られていたヒューリステ  

ィックな解法よりはるかに優れた解を与えることが確  

認された．  

2つのクラスを持つ非割り込み優先権付き  

〃AP／G／1待ち行列  

滝根 哲哉（大阪大学）  

本稿では，2つのクラスを持つ非割り込み優先権付  

き待ち行列を考察する．各クラスの客の到着はマルコ  

フ到着過程（MAP）に従うと仮定する．MAPは定常  

単純点過程を任意の精度で近似できることが知られて  

おり，マルコフ変調過程（MMPP）や位相型到着過程  

の重畳などを含む，非常に幅広い到着過程を記述する  

ことができる．また，客のサービス時間はクラス間で  

異なる一般分布に従うと仮定する．従来，MAP到着を  

持つ待ち行列は行列解析法を用いて解析されてきた．  

行列解析法は，システムを記述する確率変数のうち，  

高々1つの確率変数のみが可算無限個の状態を取る場  

合に適用可能である．しかし，本稿で扱う待ち行列の  

解析には，各クラスの待ち行列長を記述するために2  

つの確率変数を必要とし，これらは各々可算無限個の  

状態を取るため，行列解析法を直接通用することはで  

きない．本稿では母関数法と行列解析法を組み合わせ  

ることにより，各クラスの待ち行列長分布や待ち時間  

分布に対する様々な公式を導く．さらに，これらの公  

式を計算するためのアルゴリズム的手法の実装につい  

ても詳しく述べ，これらを用いて数値結果を示す．  
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